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東
日
本
大
震
災
並
び
に
原
子
力
災
害
か
ら
11
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
大
震
災
に
よ
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
尊
い
命
を
亡
く
さ

れ
ま
し
た
、
直
接
死
と
震
災
関
連
死
を
併
せ
た
49
名
の
方
々
の
ご

冥
福
を
祈
り
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
第

６
波
の
収
束
の
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

町
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
陽
性
患
者
の
発

症
に
お
い
て
、
そ
の
都
度
、
対
策
本
部
会
議
を
開
催
し
、
陽
性
患

者
に
お
け
る
経
過
、
学
校
、
公
共
施
設
並
び
に
イ
ベ
ン
ト
等
の
対

応
に
つ
い
て
現
況
を
精
査
し
、
防
災
行
政
広
報
無
線
を
通
じ
、
安

心
な
生
活
の
営
み
が
可
能
と
な
る
よ
う
広
報
活
動
に
万
全
を
期
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
住
民
に
対
し
て
は
、
不
要
不
急
の
外
出

自
粛
を
求
め
る
「
広
野
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
集
中
対

策
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

独
自
の
支
援
策
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
中
小

企
業
者
等
支
援
事
業
補
助
金
」
や
「
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
配
備
」

等
を
実
施
し
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
や
チ
ラ
シ
の
配
布
、
役
場
職
員
の
時
差
出
勤
や
分

散
業
務
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
よ
り
、
２
回
目
の
接
種
日
か
ら
６
ヵ
月
が
経
過
さ
れ

た
方
か
ら
順
次
、
３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
３
月
ま
で
に
接
種
対
象
者
の
町
民
の

羽
ば
た
く
感
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
、
広
域
的
な
連
携

を
捉
え
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
31
年
１
月
、
町
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
町
内
の
二
医
療
機

関
に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
等
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
４
月

よ
り
町
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
花
ぶ
さ
苑
を
、
い
わ
き
市
の

と
き
わ
会
グ
ル
ー
プ
を
指
定
管
理
者
と
し
て
、
公
設
民
営
の
方
式

に
よ
り
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
独
自
の
健
康
福
祉
手
帳
の
作

成
や
広
野
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
令
和
３
年
10
月
に
は｢

脱
お
達

者
度
ワ
ー
ス
ト
１
・
脱
メ
タ
ボ｣

を
宣
言
す
る
な
ど
、｢

住
民
１
人

ひ
と
り
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
町
、
社
会
の
実
現｣

を
大
き
な
目
標

に
掲
げ
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
新
た
な
施
策
を
展
開
し
、｢

住

ん
で
良
か
っ
た｣｢

住
ん
で
み
た
い｣

と
思
え
る｢

人
に
や
さ
し
い
ま

ち｣

を
標
榜
し
、｢

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り｣

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

福
島
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
、
震
災
か
ら

の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
収
束
に
向
け
た
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
、
平
成
31
年
４
月
に
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
新
駅
の
開
業
と

と
も
に
全
面
再
開
を
迎
え
ま
し
た
。
今
季
よ
り
Ｊ
３
に
昇
格
し
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す

る
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
や
昨
年
４
月
よ
り
町
内
で
の
活
動
を
再
開
し
た
Ｊ

Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
男
子
、
昨
年
の
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
で
優
勝
を
果
た
し
、
パ
リ
五
輪
を
目
指

す
ふ
た
ば
未
来
学
園
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
開
催
さ
れ
る
サ
ッ
カ
ー

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
夏
季
大
会
等
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
創
出

と
広
野
町
の
伝
統
・
文
化
に
よ
り
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
を
拡

大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
に
よ
り
新
た
な
産
業

創
出
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
完
成
に
向
け
て
東

町
産
業
団
地
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
人

流
を
見
据
え
、
広
野
駅
東
側
に
住
宅
地
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、

将
来
の
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
充
実
と
教
育
環
境
、
防
災
に
強
い
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
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50
％
、
５
月
ま
で
に
町
民
の
80
％
の
接
種
率
を
目
標
と
し
て
、
接

種
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
に
お
い
て
は
、
人
口
約
５
，
５
０
０
人
の
町
が
全
町
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
か
ら
、
国
内
は
も
と
よ
り
国
外
か
ら
も
多
く

の
ご
支
援
・
ご
厚
情
を
賜
り
、
町
民
一
人
一
人
が
納
得
し
て
帰
還

す
る
「
幸
せ
な
帰
町
」
を
捉
え
、
町
内
に
お
い
て
は
、
避
難
し
て

い
た
町
民
の
９
割
を
超
え
る
方
が
帰
還
し
、
廃
炉
・
復
興
関
連
事

業
に
従
事
さ
れ
る
方
、
他
市
町
村
か
ら
避
難
さ
れ
た
方
を
含
め
た

実
質
人
口
で
は
、
約
６
，
０
０
０
人
の
方
が
生
活
、
滞
在
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
除
染
や
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
に
よ
り

生
活
環
境
の
回
復
を
進
め
る
と
と
も
に
、
津
波
被
害
を
受
け
た
広

野
駅
東
側
で
は
防
潮
堤
、
嵩
上
げ
し
た
県
道
広
野
・
小
高
線
、
防

災
緑
地
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
常
磐
自
動
車
道
い
わ

き
中
央
Ｉ
Ｃ
か
ら
広
野
Ｉ
Ｃ
間
の
４
車
線
化
の
供
用
が
開
始
さ

れ
、
緊
急
時
の
避
難
路
確
保
の
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
復

旧
・
復
興
業
務
支
援
の
た
め
、
長
期
に
わ
た
り
ご
支
援
を
賜
っ
て

い
る
岐
阜
市
・
宮
崎
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
、
広

野
町
で
生
活
す
る
皆
様
の
命
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
が
進
展
し
ま
し
た
。

　

広
野
駅
東
側
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、広
野
駅
前
東
口
広
場
が

完
成
し
た
ほ
か
、広
野
み
ら
い
オ
フ
ィ
ス
、ホ
テ
ル
ハ
タ
ゴ
イ
ン
福

島
広
野
、馬
場
医
院
、広
野
薬
局
、広
野
町
商
工
会
等
が
立
地
し
、復

興
拠
点
と
し
て
の
環
境
整
備
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。｢

未
来
の

架
け
橋｣

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

進
め
、駅
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
広
野
駅
舎
の
改
修
を

行
い
、電
車
待
ち
を
し
て
い
る
学
生
や
町
民
等
が
安
心
・
安
全
に
利

用
で
き
る
環
境
、地
域
住
民
の
交
流
の
場
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
県
立
ふ
た

ば
未
来
学
園
中
高
一
貫
校
か
ら
形
成
さ
れ
現
在
約
１
，
０
０
０
人

の
園
児
、
児
童
、
生
徒
が
就
学
す
る｢

教
育
の
丘｣

に
お
い
て
、
町

の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
未
来
へ
大
き
く

通
し
て
、
住
み
良
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
や
新

規
起
業
に
よ
る
安
定
し
た
雇
用
を
確
保
し
、
若
者
の
移
住
定
住
策

と
し
て
若
者
向
け
住
宅
開
発
を
行
い
、
住
宅
用
地
購
入
に
係
る
補

助
制
度
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

火
力
発
電
所
を
有
す
る
町
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
被
災
地
か
ら

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
向
け
た
、
国
・
県
の
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
踏
ま
え
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

取
り
組
み
、
新
た
な
展
望
へ
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
３
月
５
日

に
行
っ
た
「
広
野
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
に
基
づ
き
、

(

株)

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
を
始
め
と
す
る
町
内
企
業
や
脱
炭
素
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
企
業
と
協
働
で
、
持
続
可
能
で
レ
ジ
リ
エ
ン
ト

な
地
域
社
会
実
現
に
向
け
、
水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
を
燃
料
と
す
る

次
世
代
火
力
発
電
技
術
の
開
発
を
含
め
た
「
広
野
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、

風
力
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
Ｅ
Ｖ
車
等
や
急

速
充
電
設
備
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
里
の
歴
史
、伝
統
、文
化
に
対
す
る
誇
り
と「
継
往
開
来
」を

胸
に
、広
野
町
は
本
年
を

ふ
る
里
復
興
・
創
生「
継
承
の
年
」


と
位
置
付
け
、
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
と
な
る
新
た
な
10
年
へ

向
け
て
「
創
生
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」
の
責
務
を
果
た
す
べ
く
、
確
か

な
創
生
へ
の
町
づ
く
り
の
創
出
へ
向
け
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
や
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
構
築
を
念
頭
に
、
新
た
な
時
代
の

安
心
・
安
全
な
防
災
に
強
い

共
生
の
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
か

つ
確
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

原
子
力
災
害
被
災
地
の
復
興
・
創
生
は
、
未
だ
道
半
ば
に
あ
り
、

福
島
・
双
葉
地
方
か
ら
復
興
・
創
生
へ
、
互
い
に
尊
敬
し
合
っ
て

強
固
な
結
束
と
広
域
的
な
連
携
を
図
り
、
ふ
る
里
の
伝
統
文
化
を

継
承
し
、
き
ら
り
と
光
る
未
来
創
造
の
ま
ち
広
野
を
創
出
し
て
ま

い
り
ま
す
。　
　
　

　

町
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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